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研究成果の概要（和文）：鼻茸の予防は、喫緊の大きな医学的な問題である。鼻茸の成因を解明するために石川
県の病院・医院の鼻茸や副鼻腔炎患者12人を含む気管支喘息患者などの55人をリクルートし、環境中化学物質と
鼻症状との関係を一般化推定方程式によって解析した。その結果、総多環芳香族炭化水素（PAH）およびPAHの中
で、ベンズ[a]アントラセンおよびピレンが有意なあるいはその傾向を示す正の相関を認めた。このように鼻茸
の症状の悪化には、地域の交通車両由来のある一定のPAH類の関与が考えられ、鼻茸をはじめとする慢性副鼻腔
炎の予防には、大気汚染物質の管理が重要であることが提言された。

研究成果の概要（英文）：Since chronic sinusitis such as nasal polyps is intractable and has been 
increasing rapidly in recent years, its prevention is an urgent medical problem. In order to 
elucidate the cause of nasal polyps, in this study, we recruited 55 patients with cough, atopic 
cough or bronchial asthma, including 12 patients with nasal polyps and sinusitis. The generalized 
estimation equation analyzing the relationship with nasal symptoms showed total polycyclic aromatic 
hydrocarbon, benz [a] anthracene and pyrene were significantly (or appropriately significantly) 
positively correlated with nasal symptoms. This relationship was similar after adjustment for the 
covariates of gender, age, presence or absence of asthma, BMI, SO2, NO2, and PM2.5. In this way, 
certain PAHs derived from local traffic vehicles are considered to be involved in the worsening of 
nasal polyps. Our results suggest that the control of air pollutants is important for the prevention
 of chronic sinusitis such as nasal polyps.

研究分野： 公衆衛生学

キーワード： 鼻茸　環境中化学物質　多環芳香族炭化水素　気管支喘息　疫学

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
鼻茸をはじめとする慢性副鼻腔炎は難治性であり、近年、急速に増加しており、その予防は、喫緊の大きな医学
的な問題である。本研究では、鼻茸の成因を解明するために環境中化学物質と鼻症状との関係を解析した結果、
鼻茸の症状の悪化には、地域の交通車両由来のある一定の多環芳香族炭化水素の関与が考えられた。したがって
鼻茸をはじめとする慢性副鼻腔炎の予防には、環境政策上、多環芳香族炭化水素を中心とする大気汚染物質の管
理が重要であると提言できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 鼻茸は、別名、鼻ポリープとも呼ばれ、その症状は持続性の膿性・粘性鼻汁や鼻閉

を主とする慢性副鼻腔炎の症状を呈する。症状は嗅覚障害や重度の頭痛を呈し、著し

い QOL の低下を引き起こす。その治療法は手術療法を主とするが、多くが再発するた

めに、根治が困難な難病でもある。わが国には、慢性副鼻腔炎との境界型も含めれ

ば、患者数は数十万人にも達し、さらには鼻茸および慢性副鼻腔炎の数が近年、増加

傾向にあることが指摘されている。鼻茸の成因についてはギリシャ時代から記述があ

り、細菌感染症や真菌がよく知られていたが、現在では鼻茸をはじめとする慢性副鼻

腔炎では気管支喘息症などのアレルギー疾患との合併が多いことからアレルギーもそ

の原因であるとされるようになった。さらには、都市域の自動車排ガス粉塵による大

気汚染である PM2.5 には多くの有害物質が含まれており、中でも多環芳香族炭化水素

（PAH）とそのニトロ体（NPAH）は、時期と場所によって、アジア大陸からの黄砂由

来 PM2.5 と共存するため、新しい大気汚染物質として気管支喘息症の原因であると位

置付けられつつあり、同様に鼻茸をはじめとする慢性副鼻腔炎の成因にも新しい大気

汚染物質の関与が強く疑われる。 

 

 

２．研究の目的 

 鼻茸をはじめとする慢性副鼻腔炎は難治性であり、近年、急速に増加しており、喫

緊の大きな医学的な問題である。鼻茸は遺伝性ではなく、遅い思春期以降の遅い時期

に発症し、環境因子、特に環境中化学物質の関与を強く疑われているが、詳細はほと

んど知られていない。本研究では、鼻茸においても成人型の気管支喘息症と同様に、

大気中の化学物質との因果関係を示す疫学を実施し、鼻茸をはじめとする慢性副鼻腔

炎の危険因子を大気中化学物質、特に多環芳香族炭化水素（Polycyclic Aromatic 

Hydrocarbon, PAH）や重金属を中心に疫学的に調べ、新しい予防法を提示する。 

 

３．研究の方法 

 金沢市および石川県志賀町における拠点病院・医院の鼻茸患者、鼻茸を有しない副

鼻腔炎患者 12 人を含む咳喘息、アトピー性咳嗽あるいは気管支喘息患者 55 人をリク

ルートし、疫学情報として家族歴、現病歴・現症、生活習慣（喫煙、飲酒、栄養、運

動など）、治療歴、病態検査（アレルギー検査（RIST, RAST など）を収集した。同時

に鼻症状、喉症状や咳を 90 日間にわたり、モニタリングした。この間、重金属（カル

シウム、カドミウムなど）、一般大気汚染（NO2 や SO2 など）や PAH 類

（Fluoranthene (Frt)、Pyr (Pyrene)、Chrysene (Chr)、Benzo(b)fluoranthene (BbF)、

Benzo(k)fluoranthene (BkF)、Benzo(a)pyrene (BaP)、Benz[a]anthracene（BaA））などの 10

種類、NPAH 類 10 種類、OHPAH 類 16 種類、QPAH 類 32 種類を測定した。以上の環

境中化学物質と鼻症状、喉症状や咳との関係を、疫学情報を元に一般化推定方程式に

よって評価した。 

 



４．研究成果 

 一般化推定方程式の結果、総 PAH および PAH の中で、ベンズ[a]アントラセン

（BaA）およびピレン（Pyr）が有意なあるいはその傾向を示す正の相関を認めた。ま

た、BaP/BghiP と IcdP/(IcdP+BghiP)にも同様の結果が得られた。NPAH 類、OHPAH

類、QPAH 類の動向からも、地域の交通車両由来の PAH 類の関与が示唆される結果で

あった。この関係は、性別, 年齢, 喘息の有無, BMI, SO2, NO2, PM2.5 を共変量として

解析しても同様であった。血中総 IgE 濃度との関係でみれば、IgE 低値群においての

み、以上の関係が成り立った。このように鼻茸の症状の悪化には、地域の交通車両由

来のある一定の PAH 類の関与が考えられ、鼻茸をはじめとする慢性副鼻腔炎の予防に

は、大気汚染物質の管理が重要であることが提言された。 
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